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○組織の概要

（１）名称及び代表者

有限会社　  白井水道

代表取締役　白井　洋

（２）所在地

・本社 香川県観音寺市観音寺町甲2512番地

・資材倉庫 香川県観音寺市観音寺町甲2513-18

・資材置場 香川県観音寺市観音寺町字見卓甲4113

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者

・TEL 0875-25-3569

（４）事業内容

管工事業・水道施設工事業

香川県知事　許可第　4158　号

産業廃棄物収集運搬業許可証

香川県知事　許可第　03707202340　号 (ただし自社物のみ運搬)

（５）事業の規模

・売上高(出来高) 3,512万円(2022年3月～2023年2月)

・工事等の件数 178件

・従業員 6人

・延べ面積 事務所　142.14㎡、資材倉庫　69.09㎡、資材置場　363㎡

（６）事業年度
・3月～2月

○認証・登録の対象範囲 (全組織・全活動）

登録事業所

有限会社　白井水道　　本社、資材倉庫、資材置場

事業内容
管工事業、水道施設工事業

取組期間

・2022年3月～2023年2月

関連事業所

なし
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基本理念

行動指針

　電気使用量・化石燃料の使用量の削減

２．環境関連法規・条例・規則や当社が約束したことを遵守します

制定日： 2020年9月1日

②水使用量の削減

有限会社　白井水道

環 境 経 営 方 針

　当社は、環境問題が人類共通の課題であることを認識し、地域環境の保全と地域社会との
共生を目指し、地域環境の保護並びに汚染防止に貢献できるよう活動していきます。

１．具体的に次の項目に取り組みます。

①事業活動における二酸化炭素排出量の削減

白井　洋

③廃棄物の削減及びリサイクルの推進

④環境配慮施工の推進

環境経営方針は、全ての従業員に周知し、環境経営の継続的改善に取り組
みます。

　　有限会社　白井水道

　　代表取締役　
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有限会社　白井水道

*事務所

資材倉庫・資材置き場は現場が管理

*建設現場

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

事務部門
現場部門

・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境経営レポートの作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

役割・責任・権限

代表取締役

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実地に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

下請等の協力会社 従業員

現場責任者

事務部門 現場部門

代表取締役

白井　洋

環境管理責任者
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【環境経営目標】

○中・長期目的・目標

目　　　標

単位 基準年（２０２２年） ２０２３年 ２０２４年 ２０２５年

二酸化炭素排出量削減　＊1 kg-CO2 14,534 14,504 14,490 14,475

・電気使用量削減 kWh 4,020 4,012 4,008 4,004

・ガソリン使用量削減 L 2,772 2,766 2,764 2,761

・軽油使用量削減 L 2,079 2,075 2,073 2,071

廃棄物排出量削減(現場) kg 119,475 119,236 119,116 118,997

廃棄物排出量削減(事務所) kg 41 41 41 41

水総使用量削減 m3 271 270 270 270

環境配慮施工の推進

排ガス規制型建設機械の使用

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省2023年1月24日公表四国電力調整後排出係数0.526（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２.化学物質の取り扱いは行っていないので目標化していない。

目的

％ ― 100 100 100
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【環境経営計画】

(具体的取組内容と月次実施報告)

○全社

・取組期間　2022年  3月　～　2023年  2月

具体的実施項目 責任者

①不要な照明を消す 環境管理責任者

②適正温度の維持 環境管理責任者

③休憩時、不在時の消灯 環境管理責任者

①アイドリングストップの徹底 現場責任者

②エコドライブの励行 現場責任者

①コピー用紙の裏紙利用 環境管理責任者

②FAXの電子化

①分別の徹底 現場責任者

①節水活動の推進 環境管理責任者

①排ガス規制型建設機械の使用 現場責任者

水使用量削減 節水

組織本来の取組 環境配慮施工の推進

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガソリン・軽油使用量削減

廃棄物排出量削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減
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【環境経営目標実績結果と評価】

・取組期間　2022年　　3月　～　2023年　　2月

○全体
基準年

(2022年)

二酸化炭素排出量削減＊1 kg-CO2 14,534 14,504 11,442 126.77% 〇

・電気使用量削減 kWh 4,020 4,012 4,949 81.06% ×

・ガソリン使用量削減 L 2,772 2,766 2,699 102.50% 〇

・軽油使用量削減 L 2,079 2,075 820 253.10% 〇

産業廃棄物排出量削減(現場) kg 119,475 119,236 18,980 628.22% 〇

一般廃棄物排出量削減(事務所) kg 41 41 205 19.85% ×

水総使用量削減 m3 271 270 298 90.62% ×

環境配慮施工の推進

排ガス規制型建設機械の使用

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省2023年1月24日公表四国電力調整後排出係数0.526（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２.化学物質の取り扱いは行っていないので目標化していない。

＊建設業は原単位が適切であるが、今回は短期間である為、実数にて記載。

○コメント

自社の所有する排ガス規制型建設機械を使用した。

下請け業者が使用する建設機械も排ガス規制型建設機械を使用した。

目的 単位 目標 実績 達成率

〇％ ― 100 100 100.00%

評価

二酸化炭素排出量削減

電気

資材置場に電灯を新設し、電気使用量が増えた。
資材倉庫の古くなった電球をLEDに交換したり、事務所の不要な
電気を消すなど節電に努めたが、事務作業が多く電気使用量が
増えた。

ガソリン 車の使用が少なかったので削減された。

軽油 重機の使用が少なかったので削減された。

組織本来の取組

廃棄物排出量削減

産業 工事内容により削減された。

一般
夏場に購入した現場用飲料水の入った段ボールや、品物配送
品の段ボールの排出量が増えた。

水総使用量削減
事務所内では節水に努めたが、倉庫前の簡易トイレの清掃や工事車両等
の洗車のため、水量が増えた。
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【環境経営計画】
(具体的取組内容と月次実施報告)

全社
・取組期間　2022年　3月　～　2023年2月

具体的実施項目 実施部門 3～5月 6～8月 9～11月 12～2月 評価

①不要な照明を消す 事務部門 〇 〇 〇 〇 〇

②適正温度の維持 事務部門 〇 〇 〇 〇 〇

③休憩時、不在時の消灯 事務部門 〇 〇 〇 〇 〇

①アイドリングストップの徹底 現場部門 〇 〇 〇 〇 〇

②エコドライブの励行 現場部門 〇 〇 〇 〇 〇

①コピー用紙の裏紙利用 事務部門 〇 〇 〇 〇 〇

②FAXの電子化 事務部門 〇 〇 〇 〇 〇

①分別の徹底 現場部門 〇 〇 〇 〇 〇

①節水活動の推進 事務部門 〇 〇 〇 〇 〇

①排ガス規制型建設機械の使用 現場部門 〇 〇 〇 〇 〇

〇　出来た　
△　より努力が必要
×　出来なかった

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的 次年度の取組内容

二酸化炭素

電気使用量削減

ガソリン・軽油
使用量削減

廃棄物

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

水使用量 節水

組織本来の
取組

環境配慮施工の推進

評価に対するコメント

二酸化炭素

電気
事務所では不要な電気を消すよう心がけ、
事務作業の分担化・効率化に取り組んだ。

今後も節電を心がけ、事務作業の効率化に取り組みたい。

ガソリン
停車時エンジンを停止し、エコドライブを心が
けた。

エコドライブを励行し、安全運転を心がけたい。

軽油
停車時エンジンを停止し、エコドライブを心が
けた。

アイドリングストップを励行し、空気圧などの車両点検を心
がけたい。

組織本来の
取組

自社の所有する排ガス規制型建設機械を使用した。
下請け業者が使用する建設機械も排ガス規制型建設機
械を使用した。

自社だけでなく、下請け業者と共に環境に配慮した施工を
心がけていきたい。

廃棄物

水使用量 洗車時、手洗い時、トイレ清掃時には節水を心がけた。
洗車は井戸水を使用し、手洗い等の節水を心がけていき
たい。

一般

産業

印刷ではなくデータ保存を推奨し、また、ＦＡ
Ｘの電子化で紙使用量を削減した。

施工時、作業時における資源ロスに努め
た。

不要な印刷を減らし、分別やリサイクルを心がけていきたい。

資源ロスを減らし、分別やリサイクルを心がけていきたい。
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【環境経営計画】

(具体的取組内容と月次実施報告)

次年度の計画

・取組期間　2023年　3月　～　2024年　2月

具体的実施項目 責任者

①不要な照明を消す 環境管理責任者

②適正温度の維持 環境管理責任者

③休憩時、不在時の消灯 環境管理責任者

①アイドリングストップの徹底 現場管理人

②エコドライブの励行 現場管理人

③車両タイヤの空気圧の点検 現場管理人

①コピー用紙の裏紙利用 環境管理責任者

②FAXの電子化 環境管理責任者

①分別の徹底 現場管理人

①節水活動の推進 環境管理責任者

①排ガス規制型建設機械の使用 現場管理人

水使用量削減 節水

組織本来の取組 環境配慮施工の推進

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガソリン・軽油使用量削減

廃棄物排出量削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

②建設機械の事前事後の点検整備を行う 現場管理人
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当社に適用されるおもな環境関連法規等は以下の通りです。

また、関係当局より違反等の指摘は過去３年間ありませんでした。

遵守

遵守

遵守

環境関連法規等の遵守状況の定期評価の結果、環境関連法規制等の逸脱はありませんでした。

遵守

振動規制法

浄化槽法

香川県環境基本条例

観音寺市環境基本条例

知事（市町村長）へ7日前までに届け出 ・作業敷地境界にて75デシベル以下

設置の届出 ・使用廃止後30日以内の届出(客先) 

事業活動全般

事業活動全般

おもな環境関連法規制の遵守状況

環境法規制等 遵守状況

廃棄物処理法

騒音規制法

規制内容

知事（市町村長）へ7日前までに届け出 ・作業敷地境界にて85デシベル以下

委託業者との契約、マニュフェストの交付・保管、産業廃棄物の保管等 遵守

遵守
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対象 変更の有無 見直しの内容・指示

代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示

項目 評価の内容

環境への取り組みは
適切に実施されているか

排ガス規制型建設機械を使用したり、施工時・作業時にお
いて分別やリサイクルを心がけ産業廃棄物の削減に取り
組んでいた

環境経営方針 □有/■無 　　特になし

環境経営目標
環境経営計画

□有/■無 　　電気使用量は少しずつでも削減できるよう努力していく

令和5年3月15日 有限会社　　白井水道

代表取締役 　白井　洋

実施体制 □有/■無 　　特になし

　　　施工時の分別やリサイクルにより、産業廃棄物排出量の削減については達成することができた。

　　　電気使用量の削減は達成率が低いので、事務作業の効率化・簡素化を推進し、節電を心がけて

　電気使用量を少しでも削減できるよう努力してほしい。

　今後も引き続き二酸化炭素排出量の削減等、環境への自覚をもって取り組んでいきたい。
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